
関西電力株式会社

高浜発電所第■号機

使用前検査成績書

要 領 書 番 号  :原規規収第 2012112号 99

成績書管理番号 101

浴示93年 /角

原子力規制委員会



使用前検査成績馨

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機・

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

成績書管理番号 :01

3検査期日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

6検査実施者   検査結果二覧表のとおり

6検査結果    検査結果∵四露表のとおり

7添付資料    使痛前検査記録

自
海 亀 3年

韮/油ぬ 3年

/月 /づ 目

/月 たデ 日

/



成績書管理番号 iOl

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記するs

検査申請書番寺

(申請年月日)

掛目原発第 478号 (2020年 12月 11日 )
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :01

し

特記事項

みし

検査立会責任者

イドイ¬″・7 ノ
し′ ノ  主任技術者

原子力検査富

孝アK卜
'

√

検査結果

食

検査年月日

房れ
'年/月 /ぅ 日



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項

検査守月日:/'釉

添付資料 1

成績書管理番号 :01

3年  /月 ノど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検 査 をす る工事 の正

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あ る こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載 が適 切 で あ る こ

と。

記録確認

で



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(∵号検査)

成牽責書管理番号 :91

検査年月爾 :浴 碧 3年 '月 た 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ①l―

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認 ⑬・二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることと

記録確認 良0

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :01

検査年月日:浴孝心3年  /月 /● 日

検 査 場 所 IF,目西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

一次冷却材の循環設備

主要弁

主酉己管

化学体積制御設備

主要弁

主配管

別添/参照

検査項目 i判定基準 検査結果 検査方法

組立て及び据付け状態を確認す

る検査     、

設備及び機器が工事計藤iに従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。
記録確穂

備考

。目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

る



検査結果

添付資料 3-3

関西竃力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :ol

検査年月日:浴万う3年  r月  /う 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

一次冷却材の循環設備

主要弁

主配管

組立て及び据付 け状態

を確認する検査 粂

目視
※I

化学体積制御設r浦

主要弁

主配管

組立て及び据付 け状態

を確認する検査 疑

備考

※■1目視にて確燃した範囲

・弁 (1-8879n及び弁 (1-8879働 の撤去

!弁 (1-8379耐 ～
1次冷却材管ルィプA低温側までの配管の撤去  :

.・ 抽出水再生ク■ラ～弁 (1-8146、 1-8147)ま での配管の一部の撤去

・弁 (1-8147)～弁 (1-8379A)ま での配管の撒去

7



別添 1(1/6)

設備概要 (平成 23・ l Ⅲ21原第20号 (平成23年 12月 26日 ))

(三 )原子力設備                          |

今回の変更の工事のみ記載す る。|

2.原子炉冷却系統設備 (加圧水型原子力発電設備 )

2,4 -次 冷却材の循県設備に係る次の事項

(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、

駆動方法、個数及び取付箇所

(注 1 既 工 画 で は で 理

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

(注8)

記載の適正化

既工事計画書には「逆止弁」と記載

既工事計画届出書本文 (関若支発第59号平成13年 7月 9日 届出)に記載の

弁 (1-8378A、 1-8379A)～主冷却材管ループA、 B低温側の値

設計図面等に記載なし

既工事計画書には 「ステンレス鋼」と記載

設計図面に記載のもの

既工事計画書には弁名称 「1-8879A、 8」 は個数 「2」 と記載

8

変更後

(注 1)

変更講

1-8379A名 称

(注 2、 3)

逆 L卜_め 弁   ・種 類

MPa
(注 4)

17.16最高使用圧カ

℃最高使用温度
(注 4)

343

3B
呼 び 径

(注 5)
弁箱厚 さ IIlm

硝lm
(注 5)

主
要
寸
法

弁ふた厚 さ

弁  箱
(注6、  7)

SCS14A

SUSF316
(注6(7)

材
　
料 弁 ふ た

駆 動 方 法

個 数
(注 8)

l

撤 去

取 付 箇 所



(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

料材さ

(I阻]n)

厚径

(Inm)

外
最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

撤  去

変 更 後

lИド|

変更なし

材  料

SUS316TP

SUS27TP

SUS316TP

SUS316TP

(inコB)

厚   さ

(11。 1)

Ⅲ
／
一／
‐‐・‐

16TPSUS3

(11. 1)

(11。 1)

1

/

(11, 1)

/

(Illm)

外  径

(89,1)

く８９．‐／
一／
帥

(89.1)

(88.p)

８９。‐，／
一／
８９。‐ヶ

343

最高使用

温  度

(℃ )

343`オ

17.16

最高使用

圧  力

(MPa)

1次冷却材管
プ A低温側

(1-8a79A)

次

冷

却

材

の

循

環

設

備

17,16

(注 1、 3)

弁 (1-8378A)

1次冷却材管
ループB低温側

変 更 前

名

(注 1、 2)

称

埼

|ま

(注1)記載の適正化

(注2)既工事計画書には「1次冷却設備」と記載

(注3)既工事計画書には「弁 (1-8878A、 1-8379A)～ 主冷却材管ループA、 B低温側」と記載

れ
霊
謝
ユ

（
的
＼

０
）



2 8 化学体積制御設備に係る次の事項

(6)主要弁の名称、種類(最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、

駆動方法、個数及び取付箇所

別添 1(3/6)

記載の適正化

既工事計画書には「逆止弁」と記栽

既工事計画届出書本文 (関若烹発第59号平成13年7月 9日 届出)に記載の

弁 (18146、 1-8147)～弁 (1-8878A、 1-8879A)の値

設計図面等に記載なし

既工事計画書には「ステンレス鋼」と記載

設計図面に記載のもの

既工事計画書には弁名称 「1-8379A、 B」 |ま個数 「2」 と記載

(注 1

(注 2)

(注3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注と、2)

逆止め弁

変更前

1-8379B
称名

類種

MPa
(注 3)

17.16最高使用圧力

(注 3)

343
℃

3B

mm
(注 4)

mlll

最高使用温度

弁ふた厚 さ

呼 び 径
主
要
寸
法

弁箱厚 さ

(注 5、 6)

A182F316

(注 4)

弁   箱

(注 5、 6)

A182F316

材
　
料 弁 ふ た

(注7)

駆 動 方 法

数個

変更後

撤 去

取 付 箇 所

/0



(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

別 添 1(4/6)

記載の適正化

既工事計画書には「玉形弁」と記載

既工事計画届出書本文 (関 シ発第208号平成 12年 3月 30澤 届出)に記載の

抽出水再生クーラ～弁 (1-8146、 1-髄 47)の 値

設計図面等に記載なし

既工事計画書には「ステシレス鋼」と記載

設計図面に記載のもの                    :
班工事計画書には「空気式」と記載

申請範囲外であるが、記載の進正化のために記載 (1-3147は主要弁に

該当しないため見直しを行 う)

変更議 変更後

名 称
生-8147

(注 8)

種 類
(注 と、2)

と め弁

最高使用圧カ MPa
(注 3)

18.8

最高使用温度 ℃
(注 3)

343

主
要
寸
法

呼 び 径
3B

弁箱厚さ
(注 4)

弁ふた厚 さ mm
(注 4)

材

料

弁  箱
(れ 5、 6)

A351CF8M

弁 ふ た
(注 5、 6)

A35 1CF81Ⅵ

駆 動 方 法
(注 と、7)

空気作動

僧 数
1

取 付 箇 所

/′



(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

変更なし

変更なし

変更なし
注1)

変更なし

最高使用

圧  力

(MPa)
|

|

使用

度
外  径 厚  さ 1材  料

(℃ ) (ⅢIl)(Illm)

温称名
料材

最高最

圧

一島最

温

(℃ )

さ

(lllm)

厚径

(Π IIn)

外
度

使用高使用

称名 力

(MPa)

(88.9) (11.1) SUS27TP
(注2)

徹  去

化

学

体

積

制

御

設

備

(89.1) (11.1) SUS3 16TP

変

抽出水再生クーラ
(89。 1)

/
(89,1)

/
(89. 1)

(11.1)

/

(11,1)

/
(1■ 1)

抽出水再生クーラ
SUS316TP 更

撤_去
18.8 343

な

弁
i8

1 46、 1-8 147)
(89.1)

/
(89.1)

/
(60.6)

(11,1)

/
(11.1)

/
(8.7)

弁  (1…8146)

し

SUS3 16TP

８９，‐／
開
／
一

く‐・，‐／
く‐‐・．／
一

SUS316TP

ヽ
出

( )内 は公称値を示す。

(注 1)撤去に伴 う記載の適正化

(注2)「抽出水再生クーラ｀弁 (1-8147)」

(注3)「抽出水再生クーラ～弁 (1-8147)」

(注4)「抽出水再生クーラ～弁 (1-8147)」

のうち、一部の管を撤去する。

のうち、すべての配管を撤去する。

のうち、管継手を撤去し外径 (89。 1)、 厚さ (11.1)及び材料SUS316TPの 配管に変更する。

詢
霊
謝

ユ

（
ｏ
＼

ｏ

）



変 更 後

厚 さ 材 料

(mm)

(注 1、 2)

(38. 9) (11.1) SUS27TP

了書(1-8146)
(89。 1) (11.1) SUS316TP

17,16 343 変更なし

化

学

体

積

制

御

設

備

弁 (1-8378A) ぐ８９。‐，／
く８９．．，／
一

‐‐。‐／
‐‐・‐／
一

SUS316TP

(88.9) (11.1) SUS27TP

"卜

(1-8147)
(11. 1)(89.1) SUS3 16TP

17.16 343 撤 去

(1二8379A) 帥
／
く８９。‐／
一

(11.1)

/
(11.1)

/
SUS316TP

一局最

温

使用

度
外 径

(℃ ) (llm)

最高使用

圧  力

(MPa)

材 料
名 称

変 更 単則

厚 さ

(血41)

外  径

(■Hi)

最高使用

温  度

(℃ )

一局最

圧

使用

名 称 力

(ra)

＼働
討

( )内 は公称値を示す。

(注 1)記載の適正化

(注2)既工事言十画書にイま 「弁 (1-8146、  1-8147)～弁 (1-8378A、  1-8379A)」  と記載

瀬
霊
謝

ユ

（
ｏ

＼

０

）



F美珂西竃力株式会社

高浜発
!竃

所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番号 :原規規収第 2012■ 2号 99

成績書管理番号 :02

左牙9'年 伊月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所斃 1号機

2襟査申請    検査申請一覧表のとおり

3t検査期日 令不占も―年ガ月
'伊

権

至 令和す年浄角■予日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用議検査記録

成績書管理蕃毒 :0・2



成績書管理番号 :02

検査申請す覧表

上記以降の変更を1食査申請書の変更申請により確認じ表中に追記する。

検査申請書番
=

(申請年月日)

関原発第478号

関原発第 606号

関原発第 2ヽ02号

関原発第 541号

Fタロ原発第 ,74号

関原発第 159号

関原発第 2ヽ 24号

(2020年 12月 11日 )

(2021年  2月 25日 )

(2022年  7月  1日 )

(2022年 12月 15日 )

(2023年 .5月 26日 )

(2023年  6月 21日 )

(2023年  7月 13日 )

↓
左



検査結果■覧表

成績書管理番号 !02

ti人 を

特記事項

今♭

検査立会責任者

翼硝イクエ̀ ,と'7主任技術者

原子力検査官

工 !鬱 | 考

ギ
ー
景十工1各

検査結果

・
駒

検査年月日

帥
ぜ

す年

月ゼき日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第1号機 1使用誠検査記録
・       共通事項   ―  i

l成績書管理番号 i02

検査年角日1苓れF~―

= 船月
'弁

遺
検 査 場 所 !関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適 切で ある こ

と。

記録確認 く動,一

′
一一
一一

．
，



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 :02

I父査年月甲:令不占ま 年 r〕 月 2μ 日

検査場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認
◎

・ 一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してぃ

ること。    I

記録確認 ⑧―

系統構成が完了していること。
働
記録確認 θ:■

一をヽ
〕



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第1号機
―
使用前検査記録

| ‐  i l (五 号検査)        .
i            成績書管理番号 :02

‐  i l           検木二年月日 :令れ 争 年 か
｀
月

'予
日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循環設備

主要弁、主配管   |

化挙体積制御設備

主要弁、主配管  別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

機能・l性能検査

運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることЬ

侮
記録確認

備考

・ 目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

Ｆ
紗



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
:  (五 号検査)

(立会検査)

添付資料 3-3

使用前検査記録

成績書管理番号 :02

検査年月日 :令不口と
~卒

 ′ 月 ユ伊 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉冷却系統施設

=次冷却材の循環設備

主要弁、主配管

化学体積制御設備

主要弁、主配管

別添 1参照

運転性能検査

″Jlli泰 2    .

運転性能検査記録

参照  ́ |
孔 目視

備考

舟
■
，



添付資料 3■ 4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
!   検査用計器一覧表

1  成績書管理番号 :02
検査年月日 :令和 す 1年 か 月φ房自

検査項日 計器名称 計器番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

負
荷
検
査

AループRCS平 均温度 (保護系)

CHl l分 間平均値

2023.5,22

※

BlループRCS平 跨温度 (保護系)

CH2 1分 間平均値

2023.5.23

※

B2ループRCS平均温度 (保護系)

CH4 1分関平均値 |

2023.5.23

※

CループRCS平 均温度 (保護系)

CH3 1分 間平均値

2023.5,23

※

加圧器圧力 (保護系)CHl
2ё 22.11.29

※

をE圧器圧力 (保護系)CH2
2022.11.29

※

加圧器圧力 (保護系)OH3
2022.11.29

※

加圧器圧力 (保護系)CH4
2022.11.29

※

加圧器水位CHl 2023.1.20
1※

加症器水位CH2 2023.1.20

※

加圧器水位CH8 2023.1.20

※

加F上器水位CH4 2023.1.20

※

蒸気発生器熱出力合計値
2023.4.5

※

充てんライン流量

1分聞平均値

2022.を 2.8

※

抽出水流量
1分間平均値

2022.12.8

※

格納容器じんあいモニタ

1分聞平均値

2023 4,7

※

格納容器ガスモニタ
1分間平均値

2023.4.7

※

5分間平均値

2023,1.tt

※

お
ィ
一む

※ :次固定期事業者検査まで (F,Siフ ルスパン)



,        ´ 別添 1(1/6)

設備概要 (平成23・ 11・ 21原第20号 (平成23年 12月 26目 ))

(三)原子力設備   
―    .

今回の変更の工事のみ記栽する。

2.原子炉冷却系統設備 (加圧水型原子力発電設備) |  |
2, 4 -次冷却材の循環設備 4こ係る久の事項

(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、

駆動方法、個数及び取付箇所

(注 1)

変更前 変更後

名
1-8379A

撤  去

種 類
(注 2、 3)

逆止め弁

最高使用圧カ MPa
(注 4)

17.16

最高使用温度 ℃
(注 4)

343

主
要
寸
法

呼 び 径
3B

弁箱厚 さ mm
(注 5)

弁ふた厚さ mm
(注 5)

材

料

弁  箱
(注 6、 7)

SCS14A

弁 ふ た
(注 6、 7)

SUSF316

駆 動 方 法

個 数
(注 8)

取 付 衝 所

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

工 では化 設 で

記哉の道正化
R尭 工事計画書には「逆止弁」と記載

既工事計画届出書本文 (関 若支発第59号平成 13年 7月 9日 届出)

弁 (1-887雛 、1-8379A)γ 主冷却材管″―プA、 B低温 lttllの 値
設計図面等に記載なし

既工事計画書には「ステンレス鋼」と記裁
設計図面に記載のもの      |
既工事計画書には弁名称「と-8379A、 8」 は個数「2」 と記載

に記栽の

冷
与′′



＼
峰

(7)と配管の名称、最高使用圧力、最高使用イ融度、外径、厚さ及び材料

( )内 は公称値を示すj

(注 1)記載の適正化                   ,
(注2)雅工事計画書には 「と次冷却設備」と記載

(注3)既 iに事計画書には「弁 (1-8378A、 ユー8379A)え 主冷却材管ループA、 B低温側」と記載

最高使用
品  度

(℃ )

最高使用
圧  カ

(MPa)

‐‐・‐／
一／
田

‐‐・‐／
一／
‐‐・‐

(lm)

外  径

(89.1)

圧  カ

最高使用 最高使用

温  度

(℃ )

1次冷渕I材管
プ A低温側

(1-8379A)

弁 (1-8878A)

単剛更変

名

一

次

冷

却

材

の

循

環

設

備

(注 1、 3)

1次冷却材管
ルエプ B低温側

(注 1、 2)

釉く

削
霊
那

ユ

（
Ｎ
＼

ｏ

）



8 化学体積制御設備に係る次の事項

(6)主要弁の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、

駆 方法、個数及び取付箇所

別添 1(3/6)

の適正化

既工事計画書には「逆止弁」と記載              ｀

既工事計厨届出書本文 (関若支発第59号平成 13年7月 9日 届出)に 記載の

弁 (1■ 8146、 1‐8整7)～弁 (1・ 8878A、 と-8379A)の 値

設計図面等に記裁なし

既工事計画書には「ステンレス鋼」と記裁         :
設計図面に記載のもの

既工事計画書には弁名称「卜8379A、 Bぢ は個数 「2」 と記載

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注7)

変更前 変更後

称
1-8379B

(注 と、2)

逆止め弁

最高使用圧カ MPa
(注 3)

17.16

最高使用温度 ℃
(注 3)

343

呼 び 径
3B

弁箱厚 さ mm
(注 4)

主
要
寸
法

弁ふた厚 き mm
(注 4)

(注 S、 6)

A182F316
材
　
料 弁 ふ た

(注 5(6)
A182F316

駆 動 オ 法

数
(注 7)

た

取 付 箇 所

撤  去

メデ



|

|
変更前 変更後

名 称

種
|

|

千

(注 8)

1-8147

(注 と、2)

止め弁

(注 3)

18.8

(注 3)

343

38

注4)

(注 4)

(注 5、 6)

A351CF8M

(注 5、 6)

A351CF8M

(注 1、 7)

空気作動

1

最高使用圧カ MPa

最高使用温度 ℃

主
要
寸
法

呼 び 径

弁箱厚 さ mm

弁ふた厚 さ mm

材

料

弁   箱

弁 ふ た

駆 動 方 法

個 数

取 付 箇 所

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

(注 8)

別添 1(4/6)

記載の適正化

既工事計画書には 「玉形弁」と記栽               :
既工事計画届出書本文 (関 シ発第208号平成 12年 3月 30日 届出)に記載の

抽出水再生クーラ｀弁 (卜8146、 1-8147)の 値

設計図面等に記載なし  |
員尭工事計画書には「ステンレス鋼」と記載

設計図面に記載のもの

既I事計画書には「空気式」と記載

申請範囲外であるがt記栽の適正化あためた記載 (1-3147は 主要弁に

該業しないため見直 しを行 う)  ´

/≧



(7)主 i駐管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

ゝ
　

ｕ

ゝ
　

ｔ

1オ   や|さ

(脳 l■)

径

(Hlm)

タト
最高使用
温  度

(℃ )

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

撤  去

(脚 )

撤   去

(イ担 )

撤  去

抽出水再生ク‐ラ

弁 (liS146)

(注 1)

変

更

な

し

材   料

SUS27TP

Sl」S31も段

SUS316TP

SUS316TP

SUS316TP

(Hlm)

厚  ′さ

(1111)

(11.1)

(11.1)

/
(11, 1)

/
(11.1)

(11,1)

//

(11,1)

/

(8,7)

(11.1)

/
(11. 1)

/

(9(3)

径

(mm)

外
度

使用一島最

温

(89,1)

(88,9)

ぐ８９‐‐／
ｍ
／
一

343

(8凱 1)

/
(8欲 1)

/
(89,  1)

(89.1)

/
(S9,1)

/
(6015)

最高使用

す■   ノ〕
(Ml)a)

18.8

抽出水再生クーラ

弁 (1-8146、 1-8147)

化

学

体

積

制

御

設

備

( )内 は公称値を示す。

(注 1)撤去に伴う記戦の適I化
(注2)「抽出水再生クーラ～弁 (1-S147)」 のうち、
(注3)「 llll出水 Fと l‐生クーラ～弁 (lr8147)」 のうち、
(沖i4)「柚出水再生クーラ～弁 (1-8147)」 のうち、

五_部の管を撤去する。

すべての配管を撤去する。

管継手を撤去 し外径 (80Ⅲ l)

削
霊
那

ユ

（
ω
＼
＼
ｏ

）
厚さ (■,1)及び材料SUS316TPの 配管に変更する。



変 更 後

材  料

変更なし

撤  去

厚   さ

(mh)

最高使用

温  度

(℃ ) |

外  径

(Hlm)

最高使用
歴  カ

(MPa)

名 廟く
材   料

SUS27TP

SUS316TP

SUS316TP

SUS27TP

SUS316TP

SUS316TP

厚   さ

( 1 1 1)

(11.1)

(11.1)

/
(11, 1)

/

(11.1)

(11。 1)

(11.1)

/
(11. 1)

/

最高使用
外 径

温 度

(℃ ) (lll,1)

(88こ 9 )

(89. )1

343

(S9.1)

/
(8911)

/

(88.9)

(89,1)
343

(89,1)

/
(89,1)

/

最高使用
圧  カ

(MPa)

17.16

17.16

名 初く

(注 1、 2)

弁 (1-8116)

化

学

体

積

鮨1

御

設

備

弁 (1-837SA)

(1-8147)

(1-8379A)

、ゝ、、
キ

( )内 は公称値を示す。

(淵il)記戦の適正化

渤
霊

卵

ユ

（
ｏ

＼

③

）

(注2)址工事計画書には「弁 (1-8146、 卜8147)～ 弁 (1-8378A、 1-8379A)」 と記戒



運 転 性 能 「検 査 記 録 表

※

米
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発電機鼈力は 1定格熟関カー定運転実沌に伴う発電設備の鮎全性評flui群 J♂)発 電設備の上限の雌気出力、家気ぢと生器熱H、 力瞬時値 (1分値)は原子炉施設保安規定記綬値)生する瞬時値の逸π覚は除く。



「関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、
=強

度又は漏えいに係る試験をする

こィとができる状態になつた時及び工事の

計画に係る全ての
=事

が完了した時に係

る使用前検査成績書   ′
!

設 備

系 統

名

名

原子炉冷却系統設備
/

一次冷却材の循環設備

主要弁

主配管

化学体積制御設備

主要弁

主配管    ―

要領書番号 :原規規収第 2012■ 3号 01

今換ⅢI年  8月

原子力規制委員会



1 発電所名

2′ 検査の種類

3 検査 申請

使用前検 査成績書

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号 機

構造、強度又は漏えいに係る試験をすることができる状態に

なった時及び工事の計画に係る全ての工事が完了した時に係

る使用前検査

使用前検査 申請番号

関原発第 479号 (202

関原発第 607号 (202

関原発第 203号 (202

関原発第 542号 (202

関原発第  75号 (202

関原発第 1610号 (202

関原発第 225号 (202

0年 12月

1年  2月
2年  7月

2年 12月

3年  5月
3年  6月

3年  7月

1

2

1日 )

5日 )

1日 )

5日 )

6日 )

1日 )

3日 )

1

2

グ

l

4 検査期 日

5 検査場所

6 検査範囲

7 判定基準

検査実施者及び検査結果

検査結果一覧表の とお り

自 令和 j年

至 令和
(∫

年

8月 2)日

か月2)日

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜 町田ノ浦

高浜発電所第 1号機

検査対象施設及び範囲は、認可した工事計画に記載された施設。

工事が電気事業法に基づき認可した工事計画に従って行われた

ものであること。

／
　
　
０
０



検 査:結 果 覧 表

馬

＼

山

備  考電気工作物検査官

写 野ヽ i百弊

写 野 盈 各
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